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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】令和2年12月10日(2020.12.10)

【公表番号】特表2019-534679(P2019-534679A)
【公表日】令和1年11月28日(2019.11.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-048
【出願番号】特願2019-544945(P2019-544945)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ  21/12     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ  21/14     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ  21/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ   21/12     　　　Ｍ
   Ｈ０２Ｋ   21/14     　　　Ｍ
   Ｈ０２Ｋ   21/24     　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月28日(2020.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円周を有するディスク、前記ディスクの中心回転軸、前記ディスクの円周に設けられる
少なくとも二つの永久磁石、制御可能な電源、および各々のソレノイドを有する少なくと
も二つの電磁石を含む電気モータであって、
　前記永久磁石の各々はＮ極とＳ極を有し、永久磁石の縦軸線がＳ極からＮ極に向かって
、該縦軸線に沿って伸びるチャネルを形成し、該縦軸線に直角である永久磁石の断面がチ
ャネル周りに曲がっていて、
　ディスクの円周に設けられる永久磁石の全体の縦軸線が同じ円周方向にＳ極からＮ極に
向かって、
　前記電磁石がディスクに隣接して円周方向に配置され、前記電源から電気を受ければ前
記電磁石にＮ極とＳ極が生成され、前記電磁石のＳ極からＮ極に向かう前記電磁石の縦軸
線が前記永久磁石の縦軸線と同じ円周方向に向かって、
　前記電磁石の中の一つの縦軸線が永久磁石の中の一つの縦軸線と円周方向に整列される
時、整列された電磁石の縦軸線と永久磁石の縦軸線が平行し、該電磁石が永久磁石の中の
一つのチャネル内に配置され、
　前記電磁石の中の一つが永久磁石の中の一つと円周方向に不一致する時、電源からの電
気が電磁石の中の一つに供給されなくて、電磁石の中の一つの縦軸線が永久磁石の中の一
つの縦軸線と円周方向に一致する時、電源からの電気が電磁石の中の一つに供給されるこ
とを特徴とする電気モータ。
【請求項２】
　前記永久磁石の間に配置された遮蔽材をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載
の電気モータ。
【請求項３】
　前記永久磁石の各々の断面がＣ型であることを特徴とする、請求項１または２に記載の
電気モータ。
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【請求項４】
　前記永久磁石の各々の断面が馬蹄形であることを特徴とする、請求項１～３のいずれか
１項に記載の電気モータ。
【請求項５】
　縦軸線に垂直な前記電磁石の各々の断面が円形または四角形であることを特徴とする、
請求項１～４のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項６】
　前記チャネルが中心縦軸線を形成し、中心縦軸線と電磁石の縦軸線が同一平面にあるこ
とを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項７】
　前記永久磁石の縦軸線が前記ディスクの円周に接することを特徴とする、請求項１～６
のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項８】
　前記電磁石を支持するための少なくとも一つの固定支持部をさらに含むことを特徴とす
る、請求項１～７のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項９】
　前記電磁石の各々の縦軸線が前記ディスクに接することを特徴とする、請求項１～８の
いずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項１０】
　前記電磁石がフランジやエンドワッシャと一体である中実の軟鉄心を含むことを特徴と
する、請求項１～９のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項１１】
　前記電磁石と前記永久磁石の整列を検知するための光学および／または近接センサをさ
らに含むことを特徴とする、請求項１～１０のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項１２】
　前記永久磁石の各々が磁場を引き起こし、前記電磁石は電気を受けた時に電磁場を引き
起こし、前記磁場と電磁場が相互作用して前記電磁石に対して前記永久磁石を側面に動か
してディスクを回転させることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか１項に記載の電
気モータ。
【請求項１３】
　前記電源がバッテリーであることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか１項に記載
の電気モータ。
【請求項１４】
　前記ディスクの回転速度を調節する速度コントローラをさらに含むことを特徴とする、
請求項１～１３のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項１５】
　前記電磁石を冷却する送風機が前記ディスクに連結されていることを特徴とする、請求
項１～１４のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項１６】
　前記ディスクが回転する順次的な順に前記電磁石に電気が供給されることを特徴とする
、請求項１～１５のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項１７】
　電気が供給される間、前記電磁石の中の一つが前記永久磁石の中の一つを反発させ、残
りの電磁石は前記永久磁石の中の一つを引くことを特徴とする、請求項１～１６のいずれ
か１項に記載の電気モータ。
【請求項１８】
　前記永久磁石が前記ディスクの円周に一致するように曲がっていることを特徴とする、
請求項１～１７のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項１９】
　前記永久磁石の数が電磁石の数と違うことを特徴とする、請求項１～１８のいずれか１
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項に記載の電気モータ。
【請求項２０】
　円周を有するディスク、前記ディスクの中心回転軸、前記ディスクの円周に設けられる
少なくとも二つの永久磁石、制御可能な電源、および少なくとも二つの電磁石を含む電気
モータであって、
　前記永久磁石の各々はＮ極とＳ極を有し、永久磁石の縦軸線がＳ極からＮ極に向かって
、
　ディスクの円周に設けられる永久磁石の全体の縦軸線が同じ円周方向にＳ極からＮ極に
向かって、
　前記電磁石の各々は中実の軟鉄心を有するソレノイドを含み、ソレノイドの両端にフラ
ンジやエンドワッシャがあり、前記電磁石がディスクに隣接して円周方向に配置され、前
記電源から電気を受ければ前記電磁石にＮ極とＳ極が生成され、前記電磁石のＳ極からＮ
極に向かう前記電磁石の縦軸線が前記永久磁石の縦軸線と同じ円周方向に向かい、
　前記電磁石の各々がチャネルを形成し、該チャネルは電磁石の縦軸線に沿って伸び、縦
軸線に直角である電磁石の各々の断面がチャネルの周りに曲がっており、
　前記電磁石の中の一つの縦軸線が前記永久磁石の中の一つの縦軸線と円周方向に整列さ
れた時、整列された電磁石の縦軸線と永久磁石の縦軸線が平行し該電磁石が永久磁石の中
の一つのチャネル内に配置され、
　前記電磁石の中の一つが永久磁石の中の一つと円周方向に不一致する時、電源からの電
気が電磁石の中の一つに供給されなくて、電磁石の中の一つの縦軸線が永久磁石の中の一
つの縦軸線と円周方向に一致する時、電源からの電気が電磁石の中の一つに供給されるこ
とを特徴とする電気モータ。
【請求項２１】
　前記永久磁石の間に配置された遮蔽材をさらに含むことを特徴とする、請求項２０に記
載の電気モータ。
【請求項２２】
　前記永久磁石の各々の断面がＣ型であることを特徴とする、請求項２０または２１に記
載の電気モータ。
【請求項２３】
　前記永久磁石の各々の断面が馬蹄形であることを特徴とする、請求項２０～２２のいず
れか１項に記載の電気モータ。
【請求項２４】
　縦軸線に垂直な前記電磁石の各々の断面が四角形であることを特徴とする、請求項２０
～２３のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項２５】
　前記チャネルが中心縦軸線を形成し、中心縦軸線と電磁石の縦軸線が同一平面にあるこ
とを特徴とする、請求項２０～２４のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項２６】
　前記永久磁石の縦軸線が前記ディスクの円周に接することを特徴とする、請求項２０～
２５のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項２７】
　前記電磁石を支持するための少なくとも一つの固定支持部をさらに含むことを特徴とす
る、請求項２０～２６のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項２８】
　前記電磁石の各々の縦軸線が前記ディスクに接することを特徴とする、請求項２０～２
７のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項２９】
　前記電磁石と前記永久磁石の整列を検知するための光学および／または近接センサをさ
らに含むことを特徴とする、請求項２０～２８のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項３０】
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　前記永久磁石の各々が磁場を引き起こし、前記電磁石の中の少なくとも一つは電気を受
けた時に電磁場を引き起こし、前記磁場と電磁場が相互作用して前記電磁石に対して前記
永久磁石を側面に動かしてディスクを回転させることを特徴とする、請求項２０～２９の
いずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項３１】
　前記電源がバッテリーであることを特徴とする、請求項２０～３０のいずれか１項に記
載の電気モータ。
【請求項３２】
　前記ディスクの回転速度を調節する速度コントローラをさらに含むことを特徴とする、
請求項２０～３１のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項３３】
　前記電磁石を冷却する送風機が前記ディスクに連結されていることを特徴とする、請求
項２０～３２のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項３４】
　前記ディスクが回転する順次的な順に前記電磁石に電気が供給されることを特徴とする
、請求項２０～３３のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項３５】
　電気が供給される間、前記電磁石の中の一つが前記永久磁石の中の一つを反発させ、残
りの電磁石は前記永久磁石の中の一つを引くことを特徴とする、請求項２０～３４のいず
れか１項に記載の電気モータ。
【請求項３６】
　前記電磁石の各々が前記ディスクの円周に一致するように曲がっていることを特徴とす
る、請求項２０～３５のいずれか１項に記載の電気モータ。
【請求項３７】
　前記永久磁石の数が電磁石の数と違うことを特徴とする、請求項２０～３６のいずれか
１項に記載の電気モータ。
【請求項３８】
　請求項１～３７のいずれか１項に記載の電気モータを二つ以上含む電気モータシステム
であって、
　各々の電気モータのディスクが中心軸を共有することを特徴とする電気モータシステム
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】
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